
 

 

 

 

水循環式無振動ドリル水すましＡＴ 
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水すましＡＴ 施工チャート図 

 

調 査 ・ 診 断 
打検等で仕上げ層の浮き、剥離等の部位、程度を調査。 

内視鏡、引張試験等で仕上げ層の厚みを確認。 

  ↓ 

穿 孔 位 置 決 め 

マ ー キ ン グ 

タイルの中心部、及びひび割れの両側にマーキング。 

柱や壁等の隅角部は、アンカーピン長さ×３倍の距離を開け

る。 

  ↓ 

穿 孔 及 び 

二 段 掘 り 

穿孔径、深さは使用するアンカーピンにより決定。 

二段掘りはタイル表面より３～４ｍｍモミの要領で開ける。 

  ↓ 

穿 孔 穴 の 乾 燥 
穿孔直後は孔内が湿潤しているので次の工程は翌日より。 

切り粉は冷却水と共に排出されるので清掃は不要。 

  ↓     ※湿式のエポキシを注入する場合はその仕様による。 

アンカーピン 

 挿入・打ち込み 

アンカーピンのツバが座掘り内にきちんと収まるか確認。 

専用打ち込み棒にて内蔵のステンレス弾を所定の位置まで打ち

込む。 

  ↓ 

樹  脂  注  入 
注入ガンのノズルにはプラスチックノズルを用い注入する。 

エポキシ樹脂は特記がなければ中、低粘度用を使用する。 

  ↓ 

注 入 量 確 認 

所定の注入範囲を打検により確認、樹脂量が不足の時は再注

入。無理な注入をするとタイルを破損したり、とも浮きする恐れ

があるので注意する。 

  ↓ 

化粧キャップ 

  装 填 

注入作業直後にプラスチックハンマーか、当て木を当てて叩き

アンカーピンに挿入する。 

   

 

 

 

施 工 完 了 

 


